
写真でふりかえる
愛 知 育 児 院

１３０年の歴史
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明治１５年、佛教心に篤い清八は、
子どもたちの窮状を見かね、育児
院の設立を決意。同じ村の荒谷性
顕師に相談し、仏教各宗各派から
の支援を本山に要請する。

明治１９年１０月６日、県の認可
を受け、熱田伝馬町の正覚寺蘭宗
院に「愛知育児院」が誕生する。

創設者：森井清八
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創立以来の貴重な資料が遺っている！
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明治２４年、入院児童
も増え、矢場町（現在
のロフトの南側）に新
築移転する。

濃尾大地震と日清・日
露戦争により、入院児
童数が激増する。

矢場町白林寺境内に新築移転
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院内で亡くなる子も多かった…

白林寺内の墓地に建立さ
れた「愛知育児院 院児
の墓」

明治期だけで３１名の子
どもが亡くなった…

※ 現在、院児の墓は平和公園内にあります。5



歴代の愛知育児院長
初代院長は愛知育児院が誕生し
た正覚寺のご住職。

２代から６代までは歴代の愛知
県知事が院長を歴任。

７代目は尾張徳川１８代当主の
徳川義禮侯爵。院児は年始の挨
拶に徳川邸を訪れ、ご夫妻（右
写真）からお菓子をいただいた
との記録あり。

なお、現在の寺西理事長は院長
としては２８代目になる。
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現在地に移転、「南山寮」と称す

明治４２年４月、南山（みな
みやま）に移転し、「南山
寮」が誕生する。

現在地は、鳳凰山新豊寺の跡
地で、宮本武蔵の碑も南山寮
内にあった。
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当時としては先進の「家族舎」でした！

一戸建ての家族舎が６棟あり、１０人の子ども
と１～２人の保姆が一緒に生活をしていた。

8



広い園庭でオルガンに合わせてお遊戯！

オルガンは愛知
育児院婦人部が
集めた寄付金で
購入。

婦人部の会員は
８００名以上も
存在した。 9



花嫁修業として女子教育にも注力！

女児を対象とした職業教育や教養の一環として、裁縫
や編み物、茶道が教えられていた。
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愛知育児院の敷地は現在の２倍だった！

昭和初期まで、現在の南山町５
番地と７番地はすべて愛知育児
院の敷地だった。
隼人池の土手は「南山寮道」と
呼ばれていた。
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南山寮から隼人池を臨む！

いりなかには民家
はなく、見えるの
は山林と田園と溜
池だけだった。

12



戦後、愛知育児院を救ったのが大谷派！

太平洋戦争により機能停止状態にあった愛知育児院は、ＧＨＱに見咎
められ、キリスト教の施設として接収する意向を示す。その窮地を救
うべく立ち上がったのが真宗大谷派名古屋別院だった。

ＶＳ
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昭和２０年～３０年代初めの南山寮

↓ 八勝館にてお茶会ご招待（昭和３３年）

↑ 園庭には八事電車を改装した電車図書館があった。
（昭和２０年代）

↓ 共同募金の寄附で建築された医務室

昭和２３年、八事小学校に南山寮を貸し、こ
こで授業や運動会が行われていた。

愛知育児院長と名古屋市長で交わされた建物賃貸契約書➡
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昭和３０年～４０年代の南山寮

戦争孤児や伊勢湾台風の
被災遺児が入所していた。
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南山ルンビニー保育園の誕生へ
昭和４４年、南山ルンビニー保育園開園

お釈迦様がお生まれになった土地の名
前から「ルンビニー」と名付けられた。 16



王貞治選手が南山寮慰問！
昭和４７年のオフ、やがて世界のホームラン王となる
読売巨人軍の王貞治氏が南山寮にやって来た。
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愛知育児院１００周年記念式典①
矢留不二麿理事長 100周年を記念
して、愛知育児院の旗、菩提樹の紋
章、愛知育児院讃歌が作られた。
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愛知育児院１００周年記念式典②
中日新聞社と創立年が同じということ
で、新聞に「風の中の子ら～南山寮の
100年～」という特集が連載された。

矢留理事長より、永年勤続表彰を受け
ているのは、南山寮指導員時代の寺西
現理事長。
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平成１１年の大改修工事

児童養護施設 南山寮
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平成１１年の大改修工事

南山ルンビニー保育園
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高齢者施設「南山の郷」の誕生へ

平成11年 特養・ケア・デイ・居宅介護がスタート
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地域密着型高齢者施設「みなみやま」の誕生へ
平成24年 高齢者専用賃貸住宅・小規模多機能ホーム・

認知症対応グループホームがスタート
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福留孝介選手が南山寮を慰問！

平成24年１月、元ドラゴンズ選手で
メジャーリーガーとして活躍し、現
在も阪神タイガースの主砲である福
留孝介さんが南山寮を慰問。子ども
たちと一緒に夕食を食べた後、野球
教室＆サイン会をして下った。
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平成29年4月1日 地域小規模児童養護施設みなみ 誕生

地域小規模児童養護施設は、そこで生活
する子どもたちにとって、限りなく家庭に
近い温もりのある「家」、本物の家庭養護
の実現という気持ちから生まれました。



愛知育児院は１３０年以上の歴史を重ねてきました。

先人たちの仏教慈善の理念を忘れることなく、

ご利用者の“いのちの輝き”を第一に、

愛知育児院は歩み続けます。
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現理事長 寺西伊久夫


